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原著

要旨

Abstract

本研究の最終目標は、保健師助産師看護師学校養成所指定規則の改正に伴い 2022年度から適用される新カ
リキュラムにおける看護基礎教育独自の「数理・データサイエンス教育」のミニマム・エッセンシャルズを明
らかにすることである。しかし、新カリキュラム構築までの期間が 1年を切った今、看護基礎教育独自のもの
をゼロベースで検討する時間は限られている。そこで、2022年度に新カリキュラムの運用を開始しなくては
ならない各看護師養成校に資するために、2020年 4月に数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシア
ムが公開した「モデルカリキュラム（リテラシーレベル）」をもとにしつつも、ここには明示されていない数理・
データサイエンスの哲学的背景である「データドリブン型（データ駆動型）アプローチ」を入れ込んだ看護基
礎教育における「数理・データサイエンス教育」のミニマム・エッセンシャルズを提唱する。

キーワード：看護基礎教育、数理・データサイエンス教育、ミニマム・エッセンシャルズ、モデルカリキュラム、
データドリブン型（データ駆動型）アプローチ
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緒言

2019（令和元）年 10月 15日に厚生労働省が公
表した「看護基礎教育検討会報告書」によると、
基礎分野の留意点として、「看護基礎教育において
も情報通信技術（Information and Communication 

Technology：以下、ICT）を活用するための基礎
的能力を養うことが重要である」ことが明記され
た 1）。
内閣府は、サイバー空間（仮想空間）とフィジ
カル空間（現実空間）を高度に融合させたシステ
ムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立す
る、人間中心の社会（Society）である“Society 

5.0”を、目指すべき未来社会の姿として提唱し、
その実現を目指している 2）。この Society5.0時代に
は、数理的思考力とデータ分析・活用能力、すな
わち数理・データサイエンス能力を体系的に身に
つけることが必要とされている 3）。
そこで、文部科学省は、2016（平成 28）年度に

学識経験者等の有識者で構成する「数理及びデー
タサイエンス教育の強化に関する懇談会」におい
て、「大学の数理・データサイエンス教育強化方策
について」をとりまとめた 4）。そして、2019年に
統合イノベーション戦略推進会議により決定され
た「AI戦略 2019」（令和元年 6月）5）においては、
2025年を目標年として、「文理を問わず、全ての大
学・高専生（約 50万人卒 /年）が、課程にて初級
レベルの数理・データサイエンス・AIを習得」す

ること、また、大学の数理・データサイエンス教
育強化方策推進検討委員会は 6）「文理を問わず、一
定規模の大学・高専生（約 25万人卒 /年）が、自
らの専門分野への数理・データサイエンス・AIの
応用基礎力を習得」することを掲げた。そして、
高等教育における当面の目標は「全学部の大学生
が専攻にかかわらず、数理的思考力とデータ分析・
活用能力を体系的に修得するための教育環境の整
備」である 7）。

Society 5.0における保健医療福祉では、各個人
のリアルタイムの生理計測データ、医療現場の情
報、医療・感染情報、環境情報といったさまざま
な情報を含むビッグデータを AIで解析すること
により、「ロボットによる生活支援・話し相手など
により 1人でも快適な生活を送ること」「リアルタ
イムの自動健康診断などでの健康促進や病気を早
期発見すること」「生理・医療データの共有により
どこでも最適な治療を受けること」「医療・介護現
場でのロボットによる支援で負担を軽減すること」
といったことができるようになるとともに、社会
全体としても医療費や介護費などの社会的コスト
の削減や医療現場等での人手不足の問題を解決す
ることが可能となる 8）といわれている。
これらの状況を鑑み、保健師助産師看護師学校
養成所指定規則の改正に伴い 2022（令和 4）年度
から適用される新カリキュラム（以下、新カリキュ
ラム）においては、ICT教育の充実のみならず、
数理・データサイエンス教育の導入が喫緊の課題

educat ion” in basic nursing educat ion . These minimum essent ia ls are based on the “model 

curriculum ( l iteracy level)” released by the Consortium for Strengthening Mathematical and 

Data Science Education in April 2020, while including the “data-driven approach,” underlying the 

philosophical background of mathematical and data sciences, which is not specified in the model 

curriculum.

Key words: Basic nursing education, mathematical and data science education, minimum essentials, 

model curriculum, data-driven approach
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となっている 1）。
しかし、高等教育機関における数理・データサ
イエンス教育に関しては、2016（平成 28）年 12月
に文部科学省により数理及びデータサイエンスに
係る教育強化の拠点校が 6校選定されたように 9）、
ようやく緒に就いたばかりであることから、看護
基礎教育における「数理・データサイエンス教育」
のミニマム・エッセンシャルズはまったく明らか
になっていない。
従 来、 看 護 基 礎 教 育 に お い て、「 情 報 学

（informatics）」「コンピュータサイエンス（computer 

science）」「統計学（statistics）」が各養成校におい
て個別の科目として開講されてきた。しかし、こ
れらの 3つの学問領域は、図 1のとおり数理・デー
タサイエンスの近接領域として示されることが多
いが、これらの科目を従来どおり縦割りで個別に
授業運営をしていても、決して数理・データサイ
エンス教育を行ったことにはなり得ない。
そこで、2022年に適用される看護基礎教育にお

ける新カリキュラムに向けて、「看護基礎教育にお
いても情報通信技術（ICT）を活用するための基礎
的能力を養うこと」1）と「文系理系を問わず、全学
的な数理・データサイエンス教育を実施」6）をいか
になし得るかが、看護基礎教育における最重要課
題の 1つであるといえる。
本研究の最終目標は、新カリキュラムでの運用

を目指して、従来各看護師養成校（以下、養成校）
で科目設定がなされている「数理・データサイエ
ンス」の近接領域である「情報学」「コンピュータ
サイエンス」「統計学」を融合した看護基礎教育独
自の「数理・データサイエンス教育」のミニマム・
エッセンシャルズ（教育内容を編成する際の『最
小限必要不可欠なもの』）を明らかにすることであ
る。しかし、新カリキュラム構築までの期間が１
年を切った今、看護基礎教育独自のものをゼロベー
スで検討する時間は限られている。
本論文では、2022年度に新カリキュラムを運用

しなくてはならない各養成校に資するために、2020

年 4月に数理・データサイエンス教育強化拠点コ
ンソーシアムが公開した「数理・データサイエン
ス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム
～データ思考の涵養～」（以下、モデルカリキュラ
ム）10）をもとにしつつも、ここには明示されてい
ない数理・データサイエンスの哲学的背景を入れ
込んだ看護基礎教育における「数理・データサイ
エンス教育」のミニマム・エッセンシャルズを提
唱する。

モデルカリキュラムをもとにした看護基礎
教育における科目設定と単元内容

モデルカリキュラム 10）の p.7には、「リテラシー
レベル モデルカリキュラムの構成」（表 1）が示さ
ており、「1. 社会におけるデータ・AI利活用」「2. 

データリテラシー」「3. データ・AI利活用におけ
る留意事項」「4. オプション」の 4つの大項目で構
成されている。また、p.9～ 17には 4項目ごとに、
「学修目標」「学修内容」「スキルセット（キーワー
ド）」がまとめられている。
さらに、p.8には「数理・データサイエンス・AI

（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの活用イ
メージ」が示されている。ここには、「1科目で構
成する例」「2科目で構成する例」「4科目（既存）
を活用した例」のほか、「大学独自の体系的な教育図1　数理・データサイエンスと近接学問領域
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表1　リテラシーレベルモデルカリキュラムの構成

プログラム」の 4例が示されている。
上述したように、養成校の多くは既に「情報科
学」系の科目を必修科目としていることが多い
が、図 1に示す「情報学」や「統計学」は科目設
定されていないことも多い。このような、各養成
校の科目設定の状況と、「看護基礎教育検討会報告
書」による「看護基礎教育においても情報通信技
術（ICT）を活用するための基礎的能力を養うこと
が重要であり、またコミュニケーション能力の更
なる強化が必要であることから、『基礎分野』につ
いて 3年課程では現行の 13単位から 1単位増の 14

単位」1）との言明を踏まえると、各養成校ではこの
「基礎分野」14単位のうち既存の「情報科学」系に
この 1単位増分を加えた 2単位 2科目分（各 30時
間 1単位）を、数理・データサイエンス教育に充
てることが現実的には妥当かつ理に適っているで
あろう。
次に、2単位 2科目分「科目名」ならびに各 15

回分単元の「授業内容」「学修内容」どのようにす
ればよいのか、上記の p.9～ 17をもとに検討した。
本研究の著者らは神戸常盤大学において、基盤教
育科目においては「統計学」「情報基礎」「暮らし
の中の数学」11）を、保健科学部医療検査学科では

「医療統計学」12）を、保健科学部看護学科では「保
健統計学」13）を、保健科学部診療放射線学科では
「基礎数学」と「応用数学」14）を科目責任者・分担
者として担当している。この科目責任者・分担者
としての経験から、図 1の数理・データサイエン
スの 3つの近接学問領域に関して学生が学修すべ
き内容は、それぞれの学問領域を超えて密接に関
連しあっているため、従来のように学問領域ごと
に科目立てを行うのではなく、学修内容ごとに有
機的な関連をもたせた単元ベースの科目立てを行
うことがより望ましいと考えるようになった。た
とえば、「統計学」の学修内容である代表値や散布
度、統計図表などに関する知識を学修した後に、
間髪を置かずに「情報科学」で学修する表計算ソ
フトを用いた代表値や散布度の算出、統計図表の
作成に関する学修ができれば、学生にとってはよ
り効率的・効果的な学修になり得るということで
ある。以上のことを踏まえて、本論文では、この 2

科目の科目名を便宜的に「数理・データサイエン
スⅠ（30時間 1単位）」「数理・データサイエンス
Ⅱ（30時間 1単位）」とし、また、各 15回分の単
元の「授業内容」「学修内容」については表 2、表
3に示す内容が、各養成校においても実現可能かつ



－42－

神戸常盤大学紀要　　第14号　2021

最小限必要不可欠な看護基礎教育における「数理・
データサイエンス教育」のミニマム・エッセンシャ
ルズであると考えた。
なお、表 2と表 3の両方の 2回目から 14回目

の内容がモデルカリキュラムをもとにした学修内
容で内容である。一方、1回目と 15回目の内容と
して入れ込んだ「仮説ドリブン型アプローチ」と
「データドリブン型アプローチ」は、われわれのオ
リジナルな考え方でありなおかつ本ミニマム・エッ
センシャルズの特徴であるが、この内容を入れ込
んだ理由については、次項で詳述する。

数理・データサイエンスの哲学的背景

これまで述べてきたように、数理・データサイ
エンス教育は、2025年を目標年として、「文理を問
わず、全ての大学・高専生（約 50万人卒 /年）が、
課程にて初級レベルの数理・データサイエンス・
AIを習得」することが求められている 5）。これに
対して、数理・データサイエンス教育強化拠点コ
ンソーシアムにより、2020年にモデルカリキュラ
ム 10）が例示されている。このなかでは、学習目標・
カリキュラム実施にあたっての基本的な考え方と
して、以下のことが示されている（表 4）。
ここでは、数理・データサイエンス・AIのリテ

表2　数理・データサイエンスⅠ（30時間 1単位）
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ラシーレベルにおける目標が示されている。その
ため、表 4の 4のように、統計数理の「厳密さ」
を専ら追求するのではなく、「わかりやすさ」が重
視されている。
われわれは、2018年に、Educationと Informatics

の新学際領域「Eduinformatics」を提唱し 15）、
2019 には Eduinformatics についての最新のレ
ビューを公開している 16）。また、2020年には
Eduinformatics を Institutional Research （IR）
分野に適用した論文も公開している 17）。この
Eduinformatics分野において、われわれは、リテラ
シーレベルの数理・データサイエンスを超えるが、
数理・データサイエンスを取り扱ってきた。実際、
Eduinformaticsの研究として、絵本の読み聞かせに
関して、テキストマイニングを使ったデータドリ

ブン型（データ駆動形）研究を行っている 18）。こ
れは、文系の論文においても、データドリブン型、
すなわち数理・データサイエンスの融合が進んで
いることを示している。
これらの研究と上述した授業科目の担当をとお
して、われわれは、これまでの研究における解析
方法や情報学・数学・統計学と、数理・データサ
イエンスとの違いは、仮説ドリブン型（仮説駆動
形）のアプローチなのか、データドリブン型（デー
タ駆動型）のアプローチであるかであると考えて
いる。ここで、仮説ドリブン型とデータドリブン
型のアプローチについて説明する。
ライフサイエンスの分野では、さまざまな生物
種のゲノム解析が進んだ約 20年前から、研究手法
が急速に変化してきた。ゲノム解析以前は、まず、

表3　数理・データサイエンスⅡ（30時間 1単位）
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既知の知識から、何か仮説を立て、その仮説を証
明するために実験を行い、その仮説を証明してき
た。それに対して、ゲノム解析が進んだ後は、ま
ずゲノムデータが存在し、そこから何か知識を見
つけ出す、データマイニングの研究手法が一般的
になってきた。前者の研究は仮説ドリブン型（仮
説駆動型：hypothesis- driven）アプローチ、後者
はデータドリブン型（データ駆動型：data-driven）
アプローチと呼ばれる 19）。
実際、2013年度からスタートした政策誘導型の
補助金「私立大学等改革総合支援事業」20）の「令
和元年度私立大学等改革総合支援事業調査票（タ
イプ 1～ 4）」21）おいては、タイプ 1「特色ある教
育の展開」の 22番で「数理・データサイエンス
（統計学、数学、コンピュータサイエンス等）に係
る科目を全学部等で開講していますか」、24番で
「企業等の実データ等を用いて、組織の課題解決に
資するデータ分析等を行う、実践的なデータサイ

エンス教育を実施していますか」と私立大学側は
問われており、数理・データサイエンス教育が実
データ等を用いたデータドリブン型のアプローチ
であることが示されている。
先に紹介した、「数理・データサイエンス・AI

（リテラシーレベル）モデルカリキュラム～データ
思考の涵養～」10）においては、仮説ドリブン型と
データドリブン型のアプローチには言及されてい
ない。しかし、これまで延べてきたように、実際
に将来、学生たちが社会に出て、数理・データサ
イエンスに触れる際には、データドリブン型のア
プローチを用いることが多くなる。そのためには、
まず、下記の 2つのポイントを理解することが重
要である。

1. 仮説ドリブン型とデータドリブン型の 2種類
のアプローチがあることを認識する

2. 数理・データサイエンスでは、データドリブ

表4　数理・データサイエンス・AI の学習目標・カリキュラム実施にあたっての基本的な考え方 10）
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ン型のアプローチが用いられる

とくに、看護学分野では、従来型の研究アプロー
チが仮説ドリブン型のアプローチであること、ま
た、機械学習（AI）などを用いた数理・データサ
イエンス手法を用いた新しいアプローチが、デー
タドリブン型のアプローチであることを理解して
おくことは、看護基礎教育を受けた学生たちが社
会に出て看護師となり、数理・データサイエンス
を用いるときに重要となる。
そのためわれわれは、看護基礎教育における数
理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）
モデルカリキュラムをもとにした科目設定と単元
内容に関して、「仮説ドリブン型とデータドリブン
型のアプローチの 2種類のアプローチがあること
を認識させ、数理・データサイエンスではデータ
ドリブン型のアプローチが用いられる」ことを「数
理・データサイエンス教育」のミニマム・エッセ
ンシャルズに入れ込むことを提唱する。

本研究は JSPS科研費 20K10653の助成を受けた
ものです。
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